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研究成果の概要（和文）：本研究は，母語話者が文における語と語の文法依存関係をリアルタイムで理解する際
に，どのように記憶資源を利用するかを特にSOV言語に焦点をあてて解明することを目標とした。日本語につい
ては授与構文におけるゼロ代名詞解釈の実験やガ・ノ交替における読み時間研究，様態副詞に取り立ての助詞
「ハ」が付いた擬似否定対極表現や「も」を伴う否定対極遊離量化詞（「一件も」）の処理が検証され，トルコ
語については否定対極表現の理解について検証された。高レベル文法処理における記憶資源の利用の解明に一定
の成果があがったが，これは記憶容量の大きい被験者や理解度の高い被験者により強く見られる傾向があること
がわかった。

研究成果の概要（英文）：This research project examined how native speakers use memory resources when
 understanding the grammatical dependencies between words, focusing on SOV languages. We tested 
various constructions in Japanese and Turkish, including adverbial NPI dependencies and 
nominative-genitive alternations. We found that higher-order grammatical relations might pose memory
 load in some cases, and that such tendency was stronger for high-capacity participants.

研究分野：心理言語学
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１．研究開始当初の背景 
 文を完全解釈するためには，語や句の文法
的・意味的依存関係をあますところなく確立
する必要がある。文の実時間理解における依
存関係の確立処理をGibson (1998)などに従っ
て「統合 integration」と呼ぶ。ヒトの言語に
は埋め込み構造が数多く存在するため，逐次
的に依存関係を統合するにあたって，複数の
処理スレッドを並行して扱う必要がある。こ
の問題を解決するために用いられると考え
られるのが作業記憶（＝記憶の不活性化・再
活性化の仮説）であり，あらゆる文処理の理
論モデルにおいて，なんらかの作業記憶モジ
ュールが組み込まれているといっても過言
ではない。ところが，文の実時間理解におい
て実際にどのように作業記憶が運用され，ど
のような処理によって負荷が生じるのかの
詳細については実はまだほとんど分かって
いない。その主な理由には以下の３点が考え
られる。（１）すべての依存関係が一様に扱
われ，依存のタイプごとに記憶資源の利用の
され方が異なる可能性が十分考慮されてい
ないため，実証がうまく進んでいない。（２）
記憶容量の個人差を視野に入れた研究が進
んでいない（特に SOV 言語の研究では立ち
遅れている）ため，データの適切な解釈がで
きていない。（３）様々な言語の研究が個別
に行われているため，一つの言語をもとにし
て立てられたモデルが他の言語に適用でき
るかを検証しにくい。 
 
２．研究の目的 
 文法依存関係の統合がワーキングメモリ
にどのような負荷を与えるかということを
検証する上で難しい問題は，期待に基づく促
進効果とのトレードオフが考えられ，負荷を
検知できないケースがあると思われる点で
ある。しかし，統合される依存関係の「タイ
プ」のすべてについて同じような「局所性⇔
期待」のトレードオフが見られるとは限らな
い。本研究では，一次的依存関係の統合をベ
ースラインとした二次的依存関係の統合の
負荷を検証し，その差分から記憶資源利用の
実際を検証する。さらに，個人差や言語の違
いによる影響を検証する。特に，主要部が文
末に来るため依存関係が長距離になりがち
な主要部後置(SOV)言語においては，語と語
の文法依存関係が長距離になりやすいにも
関わらず処理負荷が増大しない傾向がある
ことが指摘されている (Nakatani & Gibson, 
2008, 2010; Konieczny & Döring, 2003; 
Vasishth & Lewis, 2006)が，これらの研究では
異なる構文・異なる統制が採用されているた
め，何の因子の効果が観察されているのか解
釈が困難となっている。本研究では複数の主
要部後置言語において同じ実験デザイン・統
制を採用することにより，通言語研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者・中谷は日本語の文理解におけ

る局所性効果の研究を主に自己ペース読文
実験を通して行った。研究分担者・広瀬は加
えて韻律情報の影響を予測処理の観点から
検証した。トルコ語の実時間処理については
Baris Kahraman（当初学振外国人特別研究員）
の協力を得た。。 
 
４．研究成果 
 日本語においては，様態副詞が最大にポジ
ティブな意味を表している場合に取り立て
の助詞「ハ」が付くと否定述語の後続が強く
期待されるという事実(Hara, 2006, etc.)を利
用し（擬似否定対極表現），文法依存関係の
局所性と処理負荷の関係（局所性の効果）を
自己ペース読文実験により検証した。その結
果，副詞表現についても文法依存が局所的で
あることの処理促進効果が見られた。その効
果は，理解度尺度において高得点の被験者に
おいてより強く見られた。また，「も」を伴
う否定対極遊離量化詞（「一件も」）が制御群
（「一件だけ」）に比して局所性による処理負
荷を生み出すかが自己ペース読文実験によ
って検証されたが，これについては否定対極
表現とそうでないものの間で違いは見られ
なかった。さらに全称量化詞「誰も」の処理
が制御群「誰もが」と比較され，こちらは両
方の場合に局所性の効果が見られた。この全
称量化師の結果は全称でない量化詞（「一件
も」など）の場合と対照的であり，量化の処
理と記憶資源の関係について新たな課題が
見出されたと言える。 
 トルコ語においては否定対極表現の理解
についての研究が行われた。実験手法は質問
紙調査や自己ペース読文タスクが採用され
たが，今回は特に作業記憶の個人差をオペレ
ーション・スパン・タスクによって計測し，
作業記憶容量の個人差がどのように読み時
間と相関するかを調査した。その結果，作業
記憶容量が大きいほど，否定対極表現の主効
果がみられるという結果が得られた。これは
記憶容量の大きい者ほど複雑な文法関係の
処理を正確に行おうとすることを示唆して
いるように思われるが，さらなる追試が必要
である。 
 また，日本語の二重目的語構文における文
理解の難易度について、直接目的語と間接目
的語間の語順と、間接目的語の有生性を同時
に操作した読み時間計測実験を行い、間接目
的語の有生性もしくはその間接目的語に付
与された意味役割によって、より基本となる
語順が異なることを示唆する結果を得た。授
与構文におけるゼロ代名詞解釈の実験では，
埋め込み節の曖昧性が後半の授与構文の処
理に影響を与えることが示され，語用論的予
測処理が逐次的に行われることが示唆され
た。日本語の関係節におけるガ・ノ交替の研
究においては，ノの場合においてのみ局所性
の効果（ノと述語距離が長いほど読み時間に
遅延が生じたり，容認度が落ちる）が見られ，
ガとノの統語構造がワーキングメモリに異



なる影響を与えることが示された。その他，
複合語の予測処理におけるアクセントの役
割，日本人英語学習者の関係節に関する視線
計測実験が行われたが，予測処理と記憶資源
利用の関係についてはさらなる検証が必要
である。節境界の曖昧性を用いた主要部前処
理のあり方について、名詞句の長さ（韻律構
造）の影響を確認することを目的とした読み
時間計測実験も行った。文頭名詞句の長さが、
初分析における構文解釈に作用しているこ
とを示唆する結果を得た。 
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